
「高梁川新架橋の整備方針を
議論するうえで、新架橋を整備
した場合、市の財政はどうか」。
審議会のこの日の議論は、市
の財政状況に集中しました。事
前に各委員から提出のあった質
問も、市の財政状況や合併特例
債、維持管理費など費用に関す
るものでした。各委員は、新架
橋の整備に伴う経費についての
情報やデータを求めていました。
「基金（市の貯金）も底をつく
のでは」。「先の世代に負担を残
すことはどうか」。こうした意見
に対し、財政状況について市は
次のように説明しました。「市の
財政状態は広報紙でお知らせし
ているように、今は冬の時代。
税収の面では、人口の微増や企
業誘致といった明るい材料もあ
る。新架橋の整備に必要な借入

金の返済が本格化するのは、新
架橋が完成する平成２６年度以
降のこと。しかし、厳しい状況
がつづくことに変わらず、市全
体を見て計画的に執行する必要
がある」。
審議に入る前に市は、総社大
橋の渋滞状況とその原因や、新
架橋を想定した総社大橋周辺の
交通量の推計、新架橋による経
済的な効果などについて説明。
「渋滞対策や産業的にも必要で
は」。「架けるのに反対という人
はいない」。委員からは、こうし
た声が聞かれました。
また、中止による影響として、
今までの事業に対し、交付税や
合併特例債の返還額が最大で約
８億円の見込みだとの説明に対
し、「凍結や延期による新しい道
は開けないのか」。「やめた場合

は、他の補助金にも影響するの
では」。などの意見が出ました。
「白紙に戻すと言うが……。
もう一度最初から考え直し、市
民が望んでいるなら造る、いら
ないというのなら造らないとい
うことか」。すでに事業がスター
トしている新架橋に対し、白紙
に戻すという意味の確認もあり
ました。市側のトップとして出
席していた竹田副市長は、「これ
まで出ている情報が限られてお
り、新架橋のメリット、デメリ
ットが、市民に十分に浸透して
いない。審議会にはさまざまな
データを示すので、各委員には
市民の代表としての意見をお願
いしたい」と答えました。
多くの議論をした財政状況の
意見集約は、この会ではできず、
次回に持ち越されました。

市政
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康
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険
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収
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①
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③
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①
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。
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で
は
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医
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、
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成
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３
月
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受
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第２回総社市高梁川新架橋整備方針審議会
レ ポ ー ト

市の財政状況に議論が集中

伊与部山から新架橋の橋台と４車線道路を望む

第２回 高梁川新架橋整備方針審議会

開催日　５月２７日
場所　　総社市保健センター
出席者　委員１７人と市の幹部ら１９人
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